
 

 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・道徳の時間や学級活動で学んだことを踏まえて、１日の行動を振り返ったり、気付いたことを発表し合ったりする。○道徳の時間や学級活動との関連

＜１週間の行動について振り
返らせたり、気付かせたりし
たいこと＞

＜４日間の行動について振り
返らせたり、気付かせたりし
たいこと＞

＜３日間の行動について振り
返らせたり、気付かせたりし
たいこと＞

＜２日間の行動について振り
返らせたり、気付かせたりし
たいこと＞

＜第１日の行動について振り
返らせたり、気付かせたりし
たいこと＞

帰りの会
・活動の振り返り
・目標や課題等の確認、集約
・活動意欲の喚起
・道徳の時間や学級活動の内容を
踏まえた日常生活の振り返り

＜学習活動・指導方法や活用資料等＞

＜指導目標や指導のポイントを踏まえた指導のねらい＞
学級活動
・自主的、実践的な活動
・学級や学校生活の充実と向上さ
せるための活動
・学級生活や学習への適応を図る
活動
・学校における諸問題を解決し、
活動を計画し、実践していく活動

・道徳の時間での指導が学級活動における具体的な活動場面の中に生かされ、具体的な実践や実践の方法についての学習を行う。
・学級活動における様々な活動において経験した道徳的行為や道徳上の事柄について、道徳の時間にそれらを位置付けて取り上げ、学級全体でその道徳的意義を考えられるように
し、道徳的価値として自覚できるようにしていく。

○道徳の時間と学級活動の関連

＜指導目標や指導のポイントを踏まえた指導のねらい＞

＜学習活動・指導方法や活用資料等＞

道徳の時間
・各教科、特別活動等における道
徳教育の補充、深化、統合
・道徳的価値の自覚を深める
・人間としての生き方についての
自覚を深める
・道徳的実践力の育成

・道徳の時間や学級活動で取り上げる内容にかかわる行動のめあてを伝えたり、関連した日常生活の出来事等を意識させたりする。○道徳の時間や学級活動との関連

＜１週間のまとめとして意識
させたいこと＞

＜３日間の生活を踏まえて意
識させたいこと＞

＜２日間の生活を踏まえて意
識させたいこと＞

＜第１日の生活を踏まえて意
識させたいこと＞

＜１週間を通して、意識させ
たり、継続して行動させたり
したいこと＞

朝の会
・活動目標、活動予定等の確認
・活動意欲の喚起
・道徳の時間や学級活動の内容を
踏まえた活動の意欲付け

第５日（金曜日）第４日（木曜日）第３日（水曜日）第２日（火曜日）第１日（月曜日）

指導のポイント

指 導 目 標

指導計画モデル（１週間）

・道徳の時間や学級活動で学んだことを踏まえて、１日の行動を振り返ったり、気付いたことを発表し合ったりする。○道徳の時間や学級活動との関連

＜１週間の行動について振り
返らせたり、気付かせたりし
たいこと＞

＜４日間の行動について振り
返らせたり、気付かせたりし
たいこと＞

＜３日間の行動について振り
返らせたり、気付かせたりし
たいこと＞

＜２日間の行動について振り
返らせたり、気付かせたりし
たいこと＞

＜第１日の行動について振り
返らせたり、気付かせたりし
たいこと＞

帰りの会
・活動の振り返り
・目標や課題等の確認、集約
・活動意欲の喚起
・道徳の時間や学級活動の内容を
踏まえた日常生活の振り返り

＜学習活動・指導方法や活用資料等＞

＜指導目標や指導のポイントを踏まえた指導のねらい＞
学級活動
・自主的、実践的な活動
・学級や学校生活の充実と向上さ
せるための活動
・学級生活や学習への適応を図る
活動
・学校における諸問題を解決し、
活動を計画し、実践していく活動

・道徳の時間での指導が学級活動における具体的な活動場面の中に生かされ、具体的な実践や実践の方法についての学習を行う。
・学級活動における様々な活動において経験した道徳的行為や道徳上の事柄について、道徳の時間にそれらを位置付けて取り上げ、学級全体でその道徳的意義を考えられるように
し、道徳的価値として自覚できるようにしていく。

○道徳の時間と学級活動の関連

＜指導目標や指導のポイントを踏まえた指導のねらい＞

＜学習活動・指導方法や活用資料等＞

道徳の時間
・各教科、特別活動等における道
徳教育の補充、深化、統合
・道徳的価値の自覚を深める
・人間としての生き方についての
自覚を深める
・道徳的実践力の育成

・道徳の時間や学級活動で取り上げる内容にかかわる行動のめあてを伝えたり、関連した日常生活の出来事等を意識させたりする。○道徳の時間や学級活動との関連

＜１週間のまとめとして意識
させたいこと＞

＜３日間の生活を踏まえて意
識させたいこと＞

＜２日間の生活を踏まえて意
識させたいこと＞

＜第１日の生活を踏まえて意
識させたいこと＞

＜１週間を通して、意識させ
たり、継続して行動させたり
したいこと＞

朝の会
・活動目標、活動予定等の確認
・活動意欲の喚起
・道徳の時間や学級活動の内容を
踏まえた活動の意欲付け

第５日（金曜日）第４日（木曜日）第３日（水曜日）第２日（火曜日）第１日（月曜日）

指導のポイント

指 導 目 標

指導計画モデル（１週間）

指
導
の
ポ
イ
ン
ト

・どのような意見であっても尊重されなけれ
ばいけないという意識をもって仲間の考えや
行動を受け止め、互いの能力や立場を踏まえ
ながら、よりよい学級づくりのために、支え
合い、協力し合っている。

・学級担任の指導を基に、仲間のよさを見付
け、学級の中の大切な一員であることに気付
くとともに、様々な考え方があることを理解
し、状況を判断しながら助け合って行動して
いる。

・係や当番等の活動内容や目標についての話
合いが積極的で、互いのよさや能力を生かそ
うとするとともに、仲間の失敗に寛容になり、
互いに助け合っている。

・同じように行動する範囲や共通点を広げ、
互いに仲間であることを確認し合いながら、
グループの大切な一員として仲間のことを大
切に思い、協力し合って活動している。

・学級の仲間の行動や発言等から、参考にな
ることを自分の活動に取り入れながら、相手
のためにできることを考え、仲間に声をかけ
たり、共に活動したりしている。

児
童
・
生
徒
の
様
子

相手を
尊重し、
支えてい
く態度や
行動をと
る

Ⅵ
相
互
の
尊
重

指
導
の
ポ
イ
ン
ト

・互いの考えの違いを認め合い、一人一人が
学級の一員としての自覚をもちながら、学級
のためにできることを考えて行動していると
ともに、学級に所属していることの充実感を
感じている。

・学級担任の指導を基に、学級の仲間との活
動を通して、自分の学級での役割や責任に気
付き、自主的に活動しようとするとともに、
学級全体で活動することの楽しさを感じてい
る。

・グループで活動する中で、自分の役割や責
任を果たしながら、協力して目標を達成する
ことで共に喜び、グループの一員としての存
在感や活動の楽しさを感じている。

・持ち物や好みを合わせて同じ行動をとった
り、仲間同士のニックネームを付け合ったり
しながら仲間意識や安心感をもっている。

・登下校や遊びに誘ったり何気なく声をかけ
たりしながら、仲間との共通点を見付けよう
としたり、相手の反応を見ながら自分の立場
を確認したりしている。

児
童
・
生
徒
の
様
子

集団に
対して所
属感や所
属意識、
連帯感や
連帯意識
が高まる

Ⅴ
所
属
感
・
連
帯
感
の
高
ま
り

指
導
の
ポ
イ
ン
ト

・学級の一人一人が互いの考え方や行動のよ
さを認め合うとともに、よりよい学級集団づ
くりのために、互いのよさや能力を生かして
活動しようとしている。

・学級担任の指導を基に、学級の活動におけ
る仲間の考え方や行動のよさを見付け、認め
合うとともに、互いのよさを取り入れながら
協力し合って行動している。

・係や当番等の活動を通して、仲間の考え方
を聞いたり行動のよい面を見付けたりしなが
ら、相手のよさを認め、自分の行動に生かし
ている。

・気の合う仲間と登下校を共にしたり、休み
時間に集まったりしながら、仲間の考えや行
動を理解し、互いに認め合っている。

・近くの仲間に声をかけたり、同じような考
えの仲間と集まったりしながら、どの程度自
分の要求が通りそうかをうかがったり、賛同
できる考えを見付けたりしている。

児
童
・
生
徒
の
様
子

相手の
考えや意
見を認め
る

Ⅳ
相
互
の
認
め
合
い

指
導
の
ポ
イ
ン
ト

・互いの能力や個性を理解し、話し合いなが
ら活動の役割を決め、各自が責任をもって果
たすとともに、よりよい学級にするために、
互いにアドバイスをしながら協力し合ってい
る。

・学級内の役割について、学級担任の指導を
基に、自分がその役割にふさわしいか、ある
いは達成することが可能かを考えながら、協
力し合って活動している。

・係や当番等における自分の役割を周囲に確
認しながら、その責任を果たすとともに、仲
間の役割や責任を考え、グループ内で協力し
合って活動している。

・趣味や興味・関心の高いものの話をしたり
ニックネームで呼び合ったりして、自分や仲
間の立場を確認するとともに、仲間の行動に
関心をもっている。

・学級内で決められた仕事をしながら、自分
のできることに気付き、周囲の活動の様子を
見ながら、活動における自分の役割をもとう
としている。

児
童
・
生
徒
の
様
子

仲間との
活動の中で
自分の役割
をもち、他
の人の役割
も理解しな
がら、協力
して実践す
る

Ⅲ
役
割
の
分
担
と
実
践

指
導
の
ポ
イ
ン
ト

・よりよい学級を目指して、学級の問題に対
して今までの経験を踏まえた上で自主的に意
見交換が行われ、よりよい解決の方法を決め
ている。

・学級担任の指導を基に、学級目標の達成や
問題解決のための方法等を各自が考え、意見
を出し合いながら決めている。

・グループの仲間との人間関係に気を遣いな
がら、設定した目標や達成手段がグループに
合っているのかを考え、よりよい活動ができ
るよう話し合っている。

・仲間がどのような価値観や願いもっている
のか考えながら、よりよい活動をするための
方法を考えるともに、仲間の意見から決まっ
たルールを守りながら行動している。

・個々に目標に向けた行動をとりながら、積
極的に自分の考えを発言している仲間に注目
して、考え方に同調したり行動の仕方を参考
にしたりしている。

児
童
・
生
徒
の
様
子

仲間と
活動の目
標を達成
するため
の方法や
手段を考
える

Ⅱ
方
法
・
手
段
の
決
定

指
導
の
ポ
イ
ン
ト

・学校生活の経験を踏まえて、学級の課題を
自分たちで見いだし、望ましい学級の姿を明
確にしながら学級の目標について活発な意見
交換を行っている。

・学級担任の指導を基に、学級目標をつくる
話合いが進み、充実した集団活動になるよう
に、全員にとって価値のある目標を設定して
いる。

・係や当番等の活動のために「私語をしな
い」「仕事をなまけない」等、自分の欲求を
抑えながら目標を確認したり提案したりして
いる。

・遊びや部活動、友達等、自分と共通点のあ
る仲間同士で集まり、楽しく活動するための
自分たちのルールや目標を決めている。

・何気なく窓際に立ったり近くの仲間に話し
かけたり、同じ遊びで集まったりしながら周
りの仲間の様子や学級の雰囲気をうかがって
いる。

児
童
・
生
徒
の
様
子

仲間と
活動の目
標を考え、
決まった
目標を理
解する

Ⅰ
目
標
の
設
定

学級の問題を発見し、その問題の原因
や本質に気付き、充実した学級にするた
めに積極的に取り組もうとしている

学級担任の指導を基に、自分たちの生
活から学級の問題を発見し、主体的に解
決しようとしている

係や当番等、活動の目的をもった小集
団を学級の話合いを通してつくり、その
活動の中で人間関係を広げている

行動の仕方や好み等、気の合う仲間と
グループをつくり、行動を共にする中で、
仲間意識を強くしている

自分の考え方や行動に不安を感じ、他
へ依存しながら、周りとかかわりをもと
うとしている

５ 学級全体への積極的なかかわり４ 学級全体の仲間とのかかわり３ 異なる考え方の仲間とのかかわり２ 気の合う仲間とのかかわり１ 仲間とのかかわりへの期待

学級集団の状態に応じた児童・生徒の様子と指導のポイント

指
導
の
ポ
イ
ン
ト

・どのような意見であっても尊重されなけれ
ばいけないという意識をもって仲間の考えや
行動を受け止め、互いの能力や立場を踏まえ
ながら、よりよい学級づくりのために、支え
合い、協力し合っている。

・学級担任の指導を基に、仲間のよさを見付
け、学級の中の大切な一員であることに気付
くとともに、様々な考え方があることを理解
し、状況を判断しながら助け合って行動して
いる。

・係や当番等の活動内容や目標についての話
合いが積極的で、互いのよさや能力を生かそ
うとするとともに、仲間の失敗に寛容になり、
互いに助け合っている。

・同じように行動する範囲や共通点を広げ、
互いに仲間であることを確認し合いながら、
グループの大切な一員として仲間のことを大
切に思い、協力し合って活動している。

・学級の仲間の行動や発言等から、参考にな
ることを自分の活動に取り入れながら、相手
のためにできることを考え、仲間に声をかけ
たり、共に活動したりしている。

児
童
・
生
徒
の
様
子

相手を
尊重し、
支えてい
く態度や
行動をと
る

Ⅵ
相
互
の
尊
重

指
導
の
ポ
イ
ン
ト

・互いの考えの違いを認め合い、一人一人が
学級の一員としての自覚をもちながら、学級
のためにできることを考えて行動していると
ともに、学級に所属していることの充実感を
感じている。

・学級担任の指導を基に、学級の仲間との活
動を通して、自分の学級での役割や責任に気
付き、自主的に活動しようとするとともに、
学級全体で活動することの楽しさを感じてい
る。

・グループで活動する中で、自分の役割や責
任を果たしながら、協力して目標を達成する
ことで共に喜び、グループの一員としての存
在感や活動の楽しさを感じている。

・持ち物や好みを合わせて同じ行動をとった
り、仲間同士のニックネームを付け合ったり
しながら仲間意識や安心感をもっている。

・登下校や遊びに誘ったり何気なく声をかけ
たりしながら、仲間との共通点を見付けよう
としたり、相手の反応を見ながら自分の立場
を確認したりしている。

児
童
・
生
徒
の
様
子

集団に
対して所
属感や所
属意識、
連帯感や
連帯意識
が高まる

Ⅴ
所
属
感
・
連
帯
感
の
高
ま
り

指
導
の
ポ
イ
ン
ト

・学級の一人一人が互いの考え方や行動のよ
さを認め合うとともに、よりよい学級集団づ
くりのために、互いのよさや能力を生かして
活動しようとしている。

・学級担任の指導を基に、学級の活動におけ
る仲間の考え方や行動のよさを見付け、認め
合うとともに、互いのよさを取り入れながら
協力し合って行動している。

・係や当番等の活動を通して、仲間の考え方
を聞いたり行動のよい面を見付けたりしなが
ら、相手のよさを認め、自分の行動に生かし
ている。

・気の合う仲間と登下校を共にしたり、休み
時間に集まったりしながら、仲間の考えや行
動を理解し、互いに認め合っている。

・近くの仲間に声をかけたり、同じような考
えの仲間と集まったりしながら、どの程度自
分の要求が通りそうかをうかがったり、賛同
できる考えを見付けたりしている。

児
童
・
生
徒
の
様
子

相手の
考えや意
見を認め
る

Ⅳ
相
互
の
認
め
合
い

指
導
の
ポ
イ
ン
ト

・互いの能力や個性を理解し、話し合いなが
ら活動の役割を決め、各自が責任をもって果
たすとともに、よりよい学級にするために、
互いにアドバイスをしながら協力し合ってい
る。

・学級内の役割について、学級担任の指導を
基に、自分がその役割にふさわしいか、ある
いは達成することが可能かを考えながら、協
力し合って活動している。

・係や当番等における自分の役割を周囲に確
認しながら、その責任を果たすとともに、仲
間の役割や責任を考え、グループ内で協力し
合って活動している。

・趣味や興味・関心の高いものの話をしたり
ニックネームで呼び合ったりして、自分や仲
間の立場を確認するとともに、仲間の行動に
関心をもっている。

・学級内で決められた仕事をしながら、自分
のできることに気付き、周囲の活動の様子を
見ながら、活動における自分の役割をもとう
としている。

児
童
・
生
徒
の
様
子

仲間との
活動の中で
自分の役割
をもち、他
の人の役割
も理解しな
がら、協力
して実践す
る

Ⅲ
役
割
の
分
担
と
実
践

指
導
の
ポ
イ
ン
ト

・よりよい学級を目指して、学級の問題に対
して今までの経験を踏まえた上で自主的に意
見交換が行われ、よりよい解決の方法を決め
ている。

・学級担任の指導を基に、学級目標の達成や
問題解決のための方法等を各自が考え、意見
を出し合いながら決めている。

・グループの仲間との人間関係に気を遣いな
がら、設定した目標や達成手段がグループに
合っているのかを考え、よりよい活動ができ
るよう話し合っている。

・仲間がどのような価値観や願いもっている
のか考えながら、よりよい活動をするための
方法を考えるともに、仲間の意見から決まっ
たルールを守りながら行動している。

・個々に目標に向けた行動をとりながら、積
極的に自分の考えを発言している仲間に注目
して、考え方に同調したり行動の仕方を参考
にしたりしている。

児
童
・
生
徒
の
様
子

仲間と
活動の目
標を達成
するため
の方法や
手段を考
える

Ⅱ
方
法
・
手
段
の
決
定

指
導
の
ポ
イ
ン
ト

・学校生活の経験を踏まえて、学級の課題を
自分たちで見いだし、望ましい学級の姿を明
確にしながら学級の目標について活発な意見
交換を行っている。

・学級担任の指導を基に、学級目標をつくる
話合いが進み、充実した集団活動になるよう
に、全員にとって価値のある目標を設定して
いる。

・係や当番等の活動のために「私語をしな
い」「仕事をなまけない」等、自分の欲求を
抑えながら目標を確認したり提案したりして
いる。

・遊びや部活動、友達等、自分と共通点のあ
る仲間同士で集まり、楽しく活動するための
自分たちのルールや目標を決めている。

・何気なく窓際に立ったり近くの仲間に話し
かけたり、同じ遊びで集まったりしながら周
りの仲間の様子や学級の雰囲気をうかがって
いる。

児
童
・
生
徒
の
様
子

仲間と
活動の目
標を考え、
決まった
目標を理
解する

Ⅰ
目
標
の
設
定

学級の問題を発見し、その問題の原因
や本質に気付き、充実した学級にするた
めに積極的に取り組もうとしている

学級担任の指導を基に、自分たちの生
活から学級の問題を発見し、主体的に解
決しようとしている

係や当番等、活動の目的をもった小集
団を学級の話合いを通してつくり、その
活動の中で人間関係を広げている

行動の仕方や好み等、気の合う仲間と
グループをつくり、行動を共にする中で、
仲間意識を強くしている

自分の考え方や行動に不安を感じ、他
へ依存しながら、周りとかかわりをもと
うとしている

５ 学級全体への積極的なかかわり４ 学級全体の仲間とのかかわり３ 異なる考え方の仲間とのかかわり２ 気の合う仲間とのかかわり１ 仲間とのかかわりへの期待

学級集団の状態に応じた児童・生徒の様子と指導のポイント

開発資料の活用方法 

１ 「学級集団の状態に応じた児童・生徒の様子と指導のポイント」を基に、学級集団の状態を横軸
から、個の集団とのかかわりを縦軸からとらえ、児童・生徒の様子を確認し、指導目標を記入しま
す。 

３ 指導目標と指導のポイントを踏まえ、道徳の時間及び学級活動のねらいや指導内容について、各
時間の指導の関連を明確にします。 

５ 必要に応じて、「心のノート」や読み物資料、自作教材等を活用したり、体験活動を取り入れたり
する等、指導の工夫をします。 

６ １週間の各時間の指導の関連を確認し、指導計画を基にねらいを明確にして指導を行います。 

４ 朝の会・帰りの会について、日常の生活や学級集団とのかかわり等について意識付けさせたいこと
や振り返らせたいことを、道徳の時間や学級活動で学習する内容を踏まえて、各時間の指導の関連を
明確にします。 

７ 指導後、「学級集団の状態に応じた児童・生徒の様子と指導のポイント」を基に、学級集団の状
態や児童・生徒の様子の変容を確認し、指導を評価し、改善を図ります。 

２ 「学級集団の状態に応じた児童・生徒の様子と指導のポイント」を基に、指導のポイントを確認
し、指導の方向性を明確にした上で、指導計画に記入します。 

 本研究で作成した指導資料「学級集団の状態に応じた児童・生徒の様子と指導のポイント」及び「指
導計画モデル」の活用に当たっては、下記のような方法を基にして、ねらいを明確にしながら計画的に
指導を進めていくことが望ましい。 

【指導方法例】 
・道徳的なものの見方や考え方を深める話合い 
・日常生活における身近な話題等の教師の説話 
・道徳的な心情を豊かにする読み物及び視聴覚機器の利用 
・主体的に道徳的実践力を身に付ける動作化、役割演技等の活動 
等 

【学習活動例】 
・読み物資料やビデオ教材を活用した話合い活動 
・互いのよさを見付け合う活動 
・学級の問題を話し合う活動 
・適切で豊かなコミュニケーションを図るための活動  
 等 

ア

イ

ウ

エ

オ

全員の願いを互いに 

生かせるようにします。 

学級での役割を自覚 

できるようにします。 

今までの経験を活用 

できるようにします。 

学級の問題に意識 

をもてるようにします。 

自分の力で判断できる 

ようにします。 

個々 の力を生かせる 

ようにします。 

各自のよさを発揮 

できるようにします。 

学級のために活動した喜びを 

味わえるようにします。 

互いに評価し合うことが 

できるようにします。 

多様な考え方を 

認め合えるようにします。 

活動の目標を明確に 

できるようにします。 

仲間の活動のよさを 

認め合えるようにします。 

学級のために活動する意欲を 

もてるようにします。 

互いの存在を認め合うことが 

できるようにします。 

仲間の役割を意識 

できるようにします。 

他の仲間の存在を意識 

できるようにします。 

仲間と考え方を共有 

できるようにします。 

相手を多面的に理解 

できるようにします。 

学級の一員としての自覚を 

もてるようにします。 

他の仲間のよさを理解 

できるようにします。 

互いの役割を理解 

できるようにします。 

周囲の思いに気付くことが 

できるようにします。 

多様な考え方に気付くことが 

できるようにします。 

自分の役割を確認 

できるようにします。 

周囲のよさに気付くことが 

できるようにします。 

集団の楽しさに気付くことが 

できるようにします。 

仲間の大切さに気付くことが 

できるようにします。 

自分の考えを適切に表現 

できるようにします。 

自分の行動や役割に自信を 

もてるようにします。 

相手を受け止める態度が 

とれるようにします。 

・係や当番等の活動を通して、仲間の考
え方を聞いたり行動のよい面を見付けた
りしながら、相手のよさを認め、自分の
行動に生かしている 

 

 

他の仲間のよさを理解 

できるようにします。

学級集団の状態 

個の集団との 
かかわり 
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